
 

 

絆で創る，魅力あふれる豊かなまちづくり｜みんなで早寝 早起き 朝ごはん 

せとうち 
広報 Public Relations Setouchi Town May.2016 No.686  

５月号 
平成 28年（2016年） 

特 集 いま、希少種があぶない！ 

人口と世帯（平成２８年３月末現在）カッコ内は前月との比較 

人口：９,176人（-120）／男 4,406人（-61）／女 4,770人（-59）／世帯数：5,202世帯（-52） 



５月１日（日）与路舟漕ぎ大会         広報せとうち(２) 

   
平成 28 年度当初予算においては、大型公共事業実施や自衛隊周辺整備事業実施など今後も財

政需要の拡大が見込まれる中、財政規律を堅持しつつ、限られた財源の中で地方創生関連事業を

はじめとする優先課題に重点的に取り組み、メリハリのついた予算編成を行いました。 

 

 

 

一般会計当初予算の概要 

平成 28 年度の一般会計当初予算は、義務的経費(人件費や公債費など)が、対前年度比

164,586 千円(4.7％)の増額、投資的経費(普通建設事業費や災害復旧事業費など)が、対前年度

比 350,284 千円(15.4％)の減額、その他経費(物件費、補助費、繰出金など)が、対前年度比 

186,312 千円(8.1％)の増額となり、総額では対前年度比 614 千円(0.01％)の増額となってい

ます。 

 

平成28年度　　各会計当初予算
平成28年度 平成27年度 増減額 増減比

8,029,439 8,028,825 614 0.0

　　　巡　回　診　療 296,190 306,587 △ 10,397 △ 3.4

　　　国　保　事　業 1,790,396 1,725,499 64,897 3.8

特 　　　国　保　直　診 17,818 17,414 404 2.3

　　  介　護　保　険 1,457,206 1,476,948 △ 19,742 △ 1.3

別 　　　後期高齢者医療 110,756 114,225 △ 3,469 △ 3.0

　　　屠　　畜　　場 1,911 2,239 △ 328 △ 14.6

会 　　　船　　　　　　舶 599,935 540,207 59,728 11.1

　　　上　　　　　　屋 2,576 2,606 △ 30 △ 1.2

計 　    農業集落排水 23,304 22,798 506 2.2

　　　簡　易　水　道 333,741 295,125 38,616 13.1

計 4,633,833 4,503,648 130,185 2.9

12,663,272 12,532,473 130,799 1.0

　（単位；千円，％）
区　　　　　分

一 般 会 計

一 般 会 計 + 特 別 会 計

     平成28年度一般会計歳入歳出予算額（内訳） 　（単位：千円、％）
予算額　 構成比 歳　　出　　区　　分 予算額　 構成比

町　　     税 700,350 8.7 　　議　　会　　費 88,999 1.1
自 分担金及び負担金 27,372 0.3 　　総　　務　　費 988,618 12.3

使用料及び手数料 160,319 2.0 　　民　　生　　費 1,431,906 17.8
主 財 産 収 入 37,848 0.5 　　衛　　生　　費 627,705 7.8

寄 　附   金 30,001 0.4 　　労　　働　　費 9,197 0.1
財 繰   入   金 80,460 1.0 　　農林水産業費 690,731 8.6

繰   越   金 1 0.0 　　商　　工　　費 182,337 2.3
源 諸   収   入 74,296 0.9 　　土　　木　　費 1,083,730 13.5

計（自主財源） 1,110,647 13.8 　　消　　防　　費 303,708 3.8
地方譲与税 53,961 0.7 　　教　　育　　費 977,020 12.2

依 利子割交付金 1,204 0.0 　　災 害 復 旧 費 131,124 1.6
配当割交付金 3,444 0.0 　　公　　債　　費 1,492,148 18.6
株式等譲渡所得割交付金 2,361 0.0 　　諸　支　出　金 2,216 0.0

存 地方消費税交付金 130,827 1.6 　　予　　備　　費 20,000 0.2
自動車取得税交付金 3,549 0.0 　　△繰上充用額 0.0
地方特例交付金 912 0.0 歳    出    合    計 8,029,439 100.0

財 地方交付税 4,038,964 50.3
交通安全対策特別交付金 1,500 0.0
国庫支出金 873,455 10.9

源 県 支 出 金 525,815 6.5
町          債 1,282,800 16.0
計（依存財源） 6,918,792 86.2

8,029,439 100.0

歳　　入　　区　　分

歳　　入　　合　　計

自主財源（町が自前で調達できる財源）は、13.8％ 

公債費（町の借金返済額）は、18.6％ 

●今後とも財政健全化に取組みます● 

平成 28 年度 当初予算 

一般会計 8,０２９,４３９千円 特別会計 ４,６３３,８３３千円 

  水道会計 １９９,０８２千円 

 



平成２８年度４月号 
    

第６ ９ 回入学式 

 

 

 

 

 

平成 2８ 年度  転入職員の紹介 

氏 名 前任校等 

石 神 正 憲 （ 教 頭 ) 県総合教育センター 

米 倉 秀 和 （地歴公民） 鹿屋高等学校 

山 田  隼  （地歴公民） 蒲生高等学校 

太 田  亮  （ 数 学 ） 吹上高等学校 

鳩 野 由 佳 （ 音 楽 ） 錦江湾高等学校 

福 永  さやか ( 英 語 ) 奄美高等学校 

奥   麻 佳  ( 実習助手) 錦江湾高等学校 

花 田 海 星 （ 校務補助員） 新規採用 

           

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

校長を前に宣誓文を読みあげる 

田中優香さん（古仁屋中） 

在校生と初めて対面する新入生 (入学式後の対面式) 

 

新入生を代表して挨拶をする上原龍聖くん（阿室中） 

新入生整列 

男子２２名，女子３４名 計５６名 

が，第６７期生として入学しました 

２列目左より 花田，山田，太田，米倉 

１列目左より 福永，石神，鳩野，奥 

せ 

入学式式辞「生徒の皆さんに期待すること(抜粋)」 
校 長 松ヶ野 健 

 入学を許可された四十八名の新入生の皆さん、入学おめでとう。皆さんを心から歓迎します。 

 皆さんの教育に対して保護者が負う義務は中学校までで終わり、皆さんは自分の意思で高校へ進学することを決め、この古仁屋高校を選び、合格を勝ち取

り、そして入学しました。これは素晴らしい選択だったと思います。 

 古仁屋高校は、皆さんが保護者の深い愛情を日々受けながら、地元で大きく成長し、地域からの期待にも応えることのできる最もいい高校だと思います。

その意味で、皆さんは素晴らしい選択をしたと思うのです。 

 さて、合格者集合で配布した｢入学のしおり｣の中で、私は皆さんに二つのことをお願いしました。 

 一つ目は｢稚心を去れ｣です。これは、幼稚な心、つまり自己中心的な考え方やわがままな言動・行動を捨てて、何をすべきかすべきでないか正しい判断の

もとで行動し、いい意味での大人に近づいていってほしいということです。 

 もし、これまで稚心があったとすれば、高校入学を機にそれを改め、落ち着いたいい校風、安心して過ごせる学校を、先輩の生徒諸君とともに築き上げて

いってください。 

 二つ目にお願いした｢大志を抱け｣は、その上で、大きな夢や志を抱き、自分はこのような人間になりたいといった｢自己実現｣や、このような勉強をして進

学や就職をしたいといった｢進路実現｣のための取組をしてほしいということです。学校内だけでなく自宅や地域においても、価値のあることにはどんどんチ

ャレンジしてください。 

 高い志を実現するためには授業だけでは不十分で、自宅学習と読書の習慣のさらなる充実が必要です。幅広い教養や学力の向上に努めてほしいと思います。 

 部活動や生徒会活動等においても高い志を持ってほしいと思います。心身や技術を鍛え、各種大会やコンクール等で少しでも上位への進出や入賞を目指し

てほしいし、ボランティア活動等を通した地域への貢献にも期待します。そういった文武両道の取組が、古仁屋高校が活性化し、地域からもっと愛される学

校になることにも繋がると思います。 

 ところで、皆さんは本校校歌の作詞者を知っていますか。戦後の奄美の日本復帰運動で、断食等の無暴力主義により日本復帰を果たし、日本のガンジーと

も呼ばれた人物、泉芳朗です。彼は徳之島の出身で、古仁屋小学校教員や名瀬市長等を歴任しています。彼の没後、｢泉芳朗詩集｣が刊行されていますが、そ

の中に、ロシア文学者で、同じく奄美の日本復帰運動に尽力した加計呂麻・芝の出身である昇曙夢が次のように書いています。 

 ｢南国より詩人出でよ｣。これは私の長い間の念願であった。この念願は不思議にも久しく達せられなかった。本来から言えば、我が奄美大島は、その環境

から言っても、住民の素質から言っても、とうに幾多の詩人を出していなければならない土地である。 

 しかるに最近、明星の如く、詩壇の地平線上に輝き出した一人の若い南国詩人がいる。それはこの詩集の著者、泉芳朗君である。 

 古仁屋高校の校歌はこのような詩人、泉芳朗が作詞したものなのです。大変誇らしく思うとともに、昇曙夢の念願であったという｢南国より詩人出でよ｣と

いう言葉が、何故か心に強く残ります。 

 皆さんはどう思いますか。恐縮ながら、先ほど述べた｢大志を抱け｣に通じる部分があるように私には思えるのです。これまでも瀬戸内出身で全国で活躍さ

れている先輩諸氏は数多くいらっしゃいますが、大志を抱く皆さんの世代の中から、輝く人材が将来出てきてほしいと願っています。期待しています。 

歓迎の言葉を述べる脇田七海さん（３年生） 

よろしくお願いします。 



５月１日（日）与路舟漕ぎ大会         広報せとうち（４） 

 瀬戸内町保健福祉課 

ＴＥＬ：０９９７-７２-１０６８ 

緑ジム健康教室（肉体改造教室）参加者募集 
※ 好評のため、今年度は国民健康保険加入者以外の方も適用します。 

場 所   緑道場 

対象者   国民健康保険加入者      の 30歳以上から 70歳までの男女（30名） 

      国民健康保険以外の保険加入者        〃         （10名） 

       申込み多数の場合は抽選となります。 

金 額   利用者負担 1か月 1000円 

内 容   運動指導士による運動プログラム作成・指導 

      スポーツジム使い放題 

      毎週木曜日 健康空手（午後 7時～8時） 

管理栄養士による栄養相談 

期 間   6月～11月 

募 集 期 間 5月 7日～5月 20日まで 

申込先   保健福祉課 保険給付係  

電 話   72-1068 （西田、田村） 

平成２８年度 国民健康保険被保険者証の切り替えについて 

古仁屋市街地の皆さま、保険証の切り替えはお済ですか？ 

  まだお済でない方は、下記によりお早目に切り替えをしましょう！ 

【切替期間】５月３１日（火）まで 

区  分 地 区 内 訳 切 替 場 所 

古仁屋市街地の方 
 大湊・春日・松江・船津・高丘・ 役場１階 保健福祉課 

 宮前・瀬久井東，西にお住いの方 （国保窓口） 

【持参するもの】    

国民健康保険被保険者証 ・有効期限：平成２８年３月３１日の被保険者証 

印鑑 ・シャチハタ不可   

～ 国民健康保険税の完納世帯のみ切り替えとなります。～ 

【お問い合わせ先】保健福祉課 保険給付係 72-1068 
 

☆女性検診のお知らせ☆ 

定期的に受診し、病気の予防をしていきましょう。 

★ 下記日程にて平成 28 年度女性検診を実施します。 
 

日  程：平成 28年 5月 9日～平成 28年 5月 13日 

受付時間：午前 8時～9時、午後 12時 30分～13時 30分（13日は午前のみ） 

内  容：子宮がん検診→20歳以上の女性 

       乳がん検診→40歳～49歳の女性 2方向 

             50歳以上の女性 1方向 

      骨粗しょう症検診→40歳以上の女性 

料  金：個別配布の受診券裏をご確認ください。 
 

※なお、無料クーポン券が届いている方は、病院でも受診ができますので、是非ご活用ください。 

【お問い合わせ先】保健福祉課 予防係 72-1122 
 

  

  
 

Ho 

保健福祉課だより 



広報せとうち（５）          ５月１日（日）与路舟漕ぎ大会 

 

 

 

企画課では、瀬戸内町長期振興計画における「自然・文化を生かした住民参加・人づくりのまち」

を基本理念として、住民参画と協働により、安心して住み続けることのできる「まちづくり」を推

進するための活動（事業）に対し、補助金を交付します。 

交付対象者は、瀬戸内町内の集落や自治会、任意団体等で、地域提案型事業として交付決定を受

けたものに対して活動費の一部を町が助成（上限３０万円）するものです。 

具体的な活動内容は、集落内道路の維持管理作業や高齢者の見守り・支え合い活動、文化芸能等

伝承活動、地域産業活性化支援などです。 

申込期間は、６月３０日（木）必着となります。 

募集要項や応募様式は町のホームページからダウンロードできますので、多数のご応募お待ちし

ています。 

 

【お問い合わせ及び申込先】企画課 企画振興係  

TEL ０９９７-７２－１１１２  

〒８９４－１５９２ 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内町火葬場使用料金が下記により，平成 28 年 4 月 1 日から変更になりました。 

1 普通使用料（死亡者が本町の住民の場合） 

 ・平成 28 年 3 月 31日までの料金 
 
 ・平成 28 年 4 月 1日からの料金  

 

大人(13 歳以上) 1 体につき 12,000 円 

小人(13 歳未満) 1 体につき 8,000 円 

改葬遺骨 1 棺につき 6,000 円 

死産児 1 体につき 4,000 円 

死胎(胎芽を含む) 1 個につき 4,000 円 
 

 
 

大人(13 歳以上) 1 体につき 20,000 円 

小人(13 歳未満) 1 体につき 10,000 円 

改葬遺骨 1 棺につき 7,000 円 

死産児 1 体につき 6,000 円 

死胎(胎芽を含む) 1 個につき 6,000 円 
 

 

 
（上記料金に消費税上乗せ） 

 
 （消費税込）  

2 特別使用料（死亡者が本町の住民でない場合） 

 ・平成 28 年 3 月 31日までの料金 
 
 ・平成 28 年 4 月 1日からの料金  

 

大人(13 歳以上) 1 体につき 24,000 円 

小人(13 歳未満) 1 体につき 16,000 円 

改葬遺骨 1 棺につき 12,000 円 

死産児 1 体につき 8,000 円 

死胎(胎芽を含む) 1 個につき 8,000 円 
 

 
 

大人(13 歳以上) 1 体につき 35,000 円 

小人(13 歳未満) 1 体につき 26,000 円 

改葬遺骨 1 棺につき 22,000 円 

死産児 1 体につき 18,000 円 

死胎(胎芽を含む) 1 個につき 18,000 円 
 

 

 
（上記料金に消費税上乗せ） 

 
 （消費税込）  

【お問い合わせ先】 町民生活課 TEL 0997-72-1060 

瀬戸内町営火葬場の使用料金について（お知らせ） 

 

平成 28年度瀬戸内町地域提案型事業の募集について（お知らせ） 

 



５月１日（日）与路舟漕ぎ大会         広報せとうち（６） 

 

【目的】  

本町において農業経営を希望する者に対して、農業の基礎知識・経営方法、技術に関する実地研

修を行いながら、農業で自立を目指す人材を育成・支援し、本町の農業振興の一助になることを目

的とする。 

 

【募集人員】 若干名 

【研修期間】 平成 28年 7月から 1年間 

【研修品目】 重点振興品目（パッションフルーツ・タンカン・カボチャ等） 

【研修資格】 

① 農業を職業として選択し、かつ研修品目を希望するもので、自主的努力を基本に自立経営

農家を目指した就農意欲が高いと認められる者 

② 町に住所を有し、研修後も本町において農業に従事できる普通自動車運転免許を有する者 

③ 地域社会と融和し、中核的な担い手として地域の発展に寄与できる者 

④ 概ね 18歳から 60 歳以下の健康な者で新規就農を志す者 

⑤ 自己資金等の条件が整っており、農地の確保が見込まれる者 

【研修内容】 

① 農業基礎講座による栽培理論，農業経営等の研修 

② 本町の重点振興品目の栽培技術研修及び研修施設を活用した実践研修 

③ その他就農に向けた各種研修会の実施 

【募集期間】 平成 27年 5月 13日まで 

【その他】  研修申込書等については農林課にて準備いたしております。 

【お問い合わせ先】 農林課 営農畜産係長 田原 浩治 

              営農畜産係  春 真次  ＴＥＬ：0997-72-1174 

 

 

農業経営を目指す人材（担い手）を募集します 

 

平
成
二
十
八
年 

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査 

●
平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
す
る

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
・
企
業
を
対
象
に
、
売
上(

収
入)

金
額
や
費
用
な
ど
を

把
握
す
る
調
査
で
す
。 

 

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域

の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。 

●
調
査
票
は
平
成
二
十
八
年
五
月
末
ま
で
に
調
査
員
が
直
接

伺
い
、
お
届
け
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。 

～
日
本
の
経
済
の
未
来
は
、 

あ
な
た
の
調
査
票
か
ら
～ 

 

◆
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



広報せとうち（７）         ５月１日（日）与路舟こぎ大会 

     

移
動
図
書
館
の
運
行
に
つ
い
て 

平
成
２８
年
度
の
移
動
図
書
館
が

４
月
１２
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま

す
。
町
内
８
つ
の
コ
ー
ス
を
２
週
間

に
１
回
巡
回
し
ま
す
。
約
三
千
冊
の

い
ろ
い
ろ
な
本
を
載
せ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

■
実
久
Ａ
コ
ー
ス 

三
浦
１０
時
５５
分
～
芝
１１
時
４０

分
～
薩
川
１３
時
～
瀨
武
１３
時
５０
分

～
須
子
茂
１４
時
４０
分
～
嘉
入
１５
時

１５
分 

■
実
久
Ｂ
コ
ー
ス 

 

西
阿
室
１１
時
～
瀬
相
１１
時
４０
分

～
俵
１３
時
～
徳
洲
会
診
療
所
１３
時

５０
分 

■
鎮
西
Ａ
コ
ー
ス 

 

加
計
呂
麻
園
１０
時
５０
分
～
伊
子

茂
小
１１
時
１５
分
～
押
角
１３
時
～
勝

能
１３
時
２５
分
～
ス
リ
浜
１３
時
４５

分
～
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
１４
時
０５
分
～
諸

数
１４
時
２５
分
～
生
間
１４
時
４５
分

～
渡
連
１５
時
１０
分 

■
鎮
西
Ｂ
コ
ー
ス 

諸
鈍
８
時
３５
分
～
徳
浜
９
時
１０

分
～
秋
徳
９
時
５５
分
～
秋
徳
小
中

１０
時
２０
分
～
野
見
山
１１
時
～
諸
鈍

小
中
１３
時
１０
分 

■
古
仁
屋
Ａ
コ
ー
ス 

 

古
仁
屋
小
１３
時
１０
分
～ 

■
山
郷
コ
ー
ス 

 
勝
浦
１０
時
～
節
子
１０
時
３０
分
～

阿
木
名
県
営
住
宅
１１
時
１０
分
～
阿

木
名
小
中
１３
時
１０
分
～
老
健
せ
と

う
ち
１３
時
５０
分
～
伊
須
１４
時
２０

分
～
阿
木
名
保
育
所
１４
時
５０
分
～

か
な
保
育
園
１５
時
２０
分 

■
古
仁
屋
Ｂ
コ
ー
ス 

 

寿
老
園
９
時
３５
分
～
嘉
鉄
１０
時

１０
分
～
清
水
１０
時
５０
分
～
油
井

１３
時
１０
分
～
手
安
１３
時
５０
分 

■
西
方
コ
ー
ス 

 

西
古
見
１０
時
３０
分
～
久
慈
１１
時

１５
分
～
古
志
１１
時
４５
分
～
篠
川
小

中
１３
時
１５
分
～
篠
川
保
育
所
１３
時

５０
分 

※
詳
し
い
日
程
や
停
車
場
所
等
に

つ
い
て
は
、
町
立
図
書
館
・
郷
土
館 

 

（
７
２-

３
７
９
９
）
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。 

税
務
職
員
採
用
試
験 

受
験
者
募
集 

 

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

申
込
受
付
は
平
成
２８
年
６
月
２０

日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、

受
験
資
格
等
及
び
受
験
申
込
の
詳

細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試

験
概
要
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の

と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
申
込
受
付
期
間
及
び
申
込

先
は
、
申
込
方
法
及
び
希
望
す
る
第

一
次
試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
人
事
院
九
州
事
務
局 

☎
０
９
２ 

４
３
１ 

７
７
３
３ 

■
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係 

☎
０
９
６ 

３
５
４ 

６
１
７
１ 

■
大
島
税
務
署 

☎
０
９
９
７ 

５
２ 
４
３
３
４ 

九
州
電
力
か
ら 

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い 

 

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線

付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚

つ
り
は
絶
対
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分

で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州

電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談 

 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員

は
、
地
域
で
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
や

手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

左
記
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

■
日
時 

５
月
２５
日
（
水
） 

１０
時
～
１５
時 

■
場
所 

寄
り
合
い
処
せ
と
う
ち 

■
行
政
相
談
委
員 

嘉
原 

篤
己 

   

平
成
二
十
八
年
度
労
働
保
険 

年
度
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ 

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
月
１１
日
（
月
）

ま
で
は
労
働
保
険
料
の
「
年
度
更
新
」

申
告
・
納
付
期
間
で
す
。 

■
６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
ま
す

労
働
保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ

り
期
間
中
に
申
告
・
納
税
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

■
平
成
２３
年
度
か
ら
、
年
度
更
新
の

審
査
業
務
が
外
部
委
託
さ
れ
、
申
告

書
の
受
付
は
原
則
と
し
て
、
記
入
漏

れ
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
の
確

認
作
業
の
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
申
告
書
に
記
入
誤
り
や
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
自
主
的
な
記
入
・
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ
‐
Ｇ

ｏ
ｖ
）
か
ら
も
電
子
申
請
に
よ
る
年

度
更
新
申
告
が
で
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険 

徴
収
室 

適
用
係 

電
話
０
９
９ 

２
２
３ 

８
２
７
６ 

   

今
月
の 

お
知
ら
せ 



 ５月１日（日）与路舟こぎ大会        広報せとうち（８） 

水道課よりお知らせ 

第５８回 水道週間 

期間（平成２８年６月１日～６月７日） 

スローガン：「じゃ口から 安心とどけ 未来まで」 

 

毎年６月１日から７日までは水道週間となっております。 

水道課職員一同、スローガンを胸により安全で安定した良質な水の供給に 

今後とも努めてまいりますので宜しくお願い致します。 

なお、水道週間行事として下記内容の作業を予定しておりますので、お知 

らせ致します。 

 

作業内容 

         古仁屋市街地のご高齢の方を対象に、ご自宅内の水道機器（蛇口等）の 

点検や修理（パッキン等の交換）を平成２８年６月４日(土)の８時～１１時 

頃に水道課職員及び町指定水道事業者組合の作業員が訪問して無料で作業を 

致します。 

 

協力水道組合名：瀬戸内町水道工事業組合一同 

 

私達は、還暦を過ぎたメンバーで構成され

たせとうち守り隊（隊員１７名）です。 

せとうち守り隊は、本島町内区域を範囲に

防犯防災の警防活動、地域の意識を高める活

動を行うため、青色パトロールの申請を行

い、３月３１日に瀬戸内警察署から許可を受

けました。 

これから、子どもたちの見守りとして登下

校の立哨や地域防犯、防災への見守りに取り

組んでいきます。 

見守ります、青色パトロール！ 

 

お問い合わせ先 水道課 TEL ７２－１０５７（直通） 



広報せとうち（９）         ５月１日（日）与路舟こぎ大会 

 

平成２８年度 小学校入学者数 

学校名 古仁屋小 阿木名小中 油井小中 篠川小中 諸鈍小中 薩川小 

人数 ５９名 １２名 １名 １名 １名 １名 

 

４月６日（水）各小学校で入学式が行われました。子どもたちには、全てが新しく、日々大きく

成長していくことでしょう。今日もきばっていってらっしゃい！ 

 

祝！今日から一年生！ 



５月１日（日）与路舟こぎ大会         広報せとうち（１０） 

  
 
 
  

い
ま
、
希
少
種
が
あ
ぶ
な
い
！ 
集  

 
 
 

特  

アマミノクロウサギを捕食するノネコ（環境省提供） 

猫
は
、
昔
か
ら
ね
ず
み
対
策
や
愛
玩
対
象
と
し
て
人
と

共
生
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
い
ま
ノ
ネ
コ
と
よ
ば
れ
る
野
生
化
し
た
猫
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
猫
は
、
一
頭
の
メ
ス
が
生
涯
に

五
十
～
百
五
十
頭
も
出
産
可
能
な
た
め
、
次
々
と
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
奄
美
の
希
少
な
動
物
た
ち
で
あ
る
ア
マ
ミ

ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
を
脅
か
し
て
い
る
の

で
す
。
奄
美
の
森
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
「
人

間
」
が
作
り
出
し
た
ノ
ネ
コ
た
ち
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。 

瀬
戸
内
町
で
は
、
飼
い
猫
条
例
の
制
定
や
飼
い
猫
の
不

妊
手
術
助
成
、
野
良
猫
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
な
ど
を
実
施
し
て
、
望

ま
な
い
猫
の
増
加
抑
制
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

Ｔ
Ｎ
Ｒ
野
良
猫
た
ち 

左耳カットはメス 右耳カットはオス 



広報せとうち（１１）         ５月１日（日）与路舟漕ぎ大会 

  私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？ 

① 

飼
い
猫
の
登
録
を
す
る
こ
と 

奄
美
５
市
町
村
で
は
、「
飼
い
猫
の 

適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に 

関
す
る
条
例
」
に
よ
り
飼
い 

猫
の
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ 

て
い
ま
す
。
登
録
す
る
と 

飼
い
猫
の
目
印
と
な
る
鑑
札 

と
首
輪
を
交
付
し
ま
す
。 

② 

野
良
猫
に
み
だ
り
に
え
さ
を
与
え
な
い
こ
と 

野
良
猫
に
み
だ
り
に
え
さ
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
栄
養

状
態
が
良
く
な
り
、
多
く
の
子
猫
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
子
猫
た
ち
は
自
動
車
が
行
き
か
う
危
険
な
道
路
や
衛

生
状
態
の
悪
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
え
さ

や
り
は
、
か
え
っ
て
不
幸
な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

③ 

飼
っ
た
ら
捨
て
な
い
こ
と 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
保
健
所
又
は
役
場
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
動
物
の
遺
棄
は
犯
罪
で
す
。 

④ 

室
内
で
飼
う
こ
と 

野
外
は
常
に
交
通
事
故
や
病
気
に
な
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
飼
い
猫
は
、
寿
命
が
長
く
な
る
た
め
室
内
飼
育

を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

⑤ 

避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と 

猫
を
飼
う
と
き
は
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
手
術
で
望
ま
な
い
猫
が
増
え
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。 

ま
た
、
手
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▲首輪と鑑札 

Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
は
、 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
ト
ラ
ッ
プ
）：
捕
獲 

Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
ニ
ュ
ー
タ
ー
）：
不
妊
手
術 

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
（
リ
タ
ー
ン
）：
返
す 

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
野
良
猫
の
増
加
抑
制
に
効

果
的
な
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。 

Ｔ
Ｎ
Ｒ
で
は
、 

①

野
良
猫
を
捕
獲
す
る
。 

②

不
妊
手
術
を
施
す
。
目
印
と
し
て
、
オ
ス
な
ら
右
耳
を
、

メ
ス
な
ら
左
耳
を
カ
ッ
ト
し
て
、
同
じ
猫
の
再
手
術
を

防
ぐ
。 

③

元
の
場
所
に
返
す
。 

と
い
う
作
業
を
行
い
ま
す
。
不
妊
手
術
を
施
す
と
、
子
猫
が

産
ま
れ
な
い
た
め
地
域
の
猫
は
自
然
に
減
少
し
て
い
き
ま

す
。 瀬

戸
内
町
で
は
、
こ
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
平
成
28
年
2
月
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。 

捕
獲
し
て
、
手
術
し
て
、
返
す 

節
子
集
落
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ 

▲平成２８年２月から３月までの期間内に２回の TNRを実施し、合計１５匹の 

野良猫を不妊手術しました。 

野
良
猫
対
策
に
賛
同
し
、
協
力
し
て
頂
け
る
方
を
登
録
し
、 

古
仁
屋
市
街
地
の
野
良
猫
調
査
を
行
い
ま
す
。 

詳
し
く
は 

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
係 

保
岡
ま
で 

野
良
猫
対
策
モ
ニ
タ
ー
募
集
中 

 



５月１日（日）与路舟漕ぎ大会         広報せとうち（１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は３月に届けら

れた分のうち、

希望者のみを掲

載しています。    

(敬称略) 

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
 
 

保
護
者 
住
所 

德 

柊
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広報せとうちに広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料（１回） 

縦 5cm×横 8cm 5,000円 

縦 5cm×横 17cm 10,000 円 

６か月連続掲載で、１回分無料に！ 

【お問い合わせ先】企画課情報政策係 

TEL 0997-72-1112（直通） 



広報せとうち（１３）         ５月１日（日）与路舟漕ぎ大会 

 

　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　☎　７２－３９７３　　　　☎　７２－３７１４　　　☎　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内 

司法書士による法律相談会を開催いたします。 

【相談日時及び場所】５月１９日(木) 午前１０時～午後１時  

町営コーラルタウン船津団地 集会場 

 ※本相談会での直接受託は原則行いません。 

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。 

【お問い合わせ先】瀬戸内町商工会青年部  

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山） 

 

広告 



５月１日（日）与路舟漕ぎ大会 

 

海を綺麗に｜第 31回コーラルクリーン作戦！ 

４月１０日（日）古仁屋市街地の海岸沿線と海底でＮＰＯ法人瀬戸

内町観光物産協会主催のもと多数の参加者により美化活動が行われま

した。 

 この日は、陸上だけでなくダイバーが海底から、傘や空き缶、ビン

などのごみを拾い上げていました。 

協会の会長である藤田さんは「古仁屋の海は透明度が高く、海底の

ごみも見えてしまう。これからもきれいな海を守るため、町民のご協

力を得ながら続けていきたい」と話していました。 

▲海底のごみを回収するダイバー 

入学おめでとう！｜中学校入学式 

４月７日（木）各地の中学校で入学式が行われました。古仁屋

中学校では、男子３２名、女子１９名、計５１名の新入生が古仁

屋中学校に入学します。前田校長は、学校行事に自主的に取り組

むこと、自分がやりたいことをできるようになるための学びを好

きになること、古中３大行事などをみんなで協力し行うことの３

つの古中校訓を新入生へ話していました。また、悩みや壁にぶつ

かって我慢できないときは先生方に相談してください。先生方

は、一人一人を大切に想っていますと話していました。 

▲式辞に耳を傾ける古仁屋中学校の新入生たち 

入学おめでとう！｜古仁屋高校入学式 

４月８日（金）古仁屋高校体育館で第６９回入学式が行われ

ました。今年は、４８名の新入生が古仁屋高校に入学します。 

 古高同窓会長の昇清隆さんは式辞で、「鉄は熱いうちに叩け

という言葉があるように、若いうちに大いに勉強し、運動し、

高校生活を謳歌してください」と話しました。 

新入生代表の上原龍成君は、「部活と勉強をがんばりたい。

また、先輩方が作り上げてきた伝統を受け継ぎ、さらに地域に

貢献できるよう一生懸命がんばりたい」と話していました。 

▲新入生代表挨拶をする上原君と新入生たち 
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海に行かないとカラスになる。そんな言い

伝えが残る旧暦の３月３日（サンガツサン

チ）４月９日（土）にヤドリ浜は、家族連れ

で賑わっていました。 

阿木名小２年の新 蓮（あらたれん）君は、

「海は冷たいけど楽しい。テラダをいっぱい

取りたい」と話していました。 

サンガツサンチ｜みんなで海へ！ 

▲元気に遊ぶ子どもたち ▲芦瀨から家族で 
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